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今月工業地帯内オー
は渋関JiI改鯵
江E里中学校とi吾平路の簡で在史
認を2分し、ここを起点とレ
て、パイロット前からまっすぐ

北へ伸びる東浅路大島線が、あ

たらしい幹線送路として今月オ

ープンします。総員τ2メートん

のこの道路は、元火薬廠あとに

群立する内腿工業地帯の中央を

績断、大野中東側から、重量部地

主主打開木、減島地区下島・同大

島 a妓大島に至るもので、全長

6080メートJh完成すると 1日

倒的台までの交通量をさばける

というもの@平塚市が計磁して

いる主婆放射状線のひとつで、

平塚北部開発のたゅの麗襲主主Jレ

ートです。今月開通するりは、

江陽中校庭内の起点から、百口舛i

コンクリート曹司までの工業地帯

内約1， 1キロほどで、当面工
場輸送とi車勤事情の改善に役立

ちます。この民間でガンとなっ

ていた績浪ゴム引込み線の踏切

り問題は、濁鉄とようやく誌が

つき、 12月に本工事にかかり、

それまで仮設踏切で湧勤者殺と

おそうという計闘で、通勤パス

も来年からぽこの新還をとおる

ことにな1つましょう。
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ち
この道路は、 36年 8J'11こ計画を

決定、元火薬廠内の道路をその

まま利用、築造と舗装費~265万

円安箆って、ひとまず今月開通

分母仕上げたほか、今年度内に

渋田111までの道路築造安行なう

予定です.

この先の問題は、まず渋沼111架

橋で、県の渋田111改修がこの地

点でまだ片側しか終っていない

ため、 9月補正で予算を流した
いきさつもあ担、今後、渋関111

敬修工事まちの傍勢@絡は2千

数百万円で隠見.[)メートJh延

長30メートルの永久橋を架ける

計酪で、己れができるといよい

よ道路ば北部の稲作地帯にはい

ることになD、道路本来の機電話

をあらわします.渋E日111以ゴじで

は、新幹線宏での'450メートん
の用地をすでに質収ずみであ

り、 42年度で盛大島の入口歌111

までの1000メートんを質収ずる

費十闘。新市建設計闘でぽ、約1
億円で、 44年度までに、新幹線
まで、 ζの道路を延長すると決

めてお担、東浅間大易機が、待

望ナる北部地ほの人たちの筋待

にm;えるのも自の先に吉ました

舗装中のヱ業地帯内 中央を横切るのが問題の踏切で12月から工事にかかる

十
一
月
十
日
、
平
塚
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
溜

連
加
隷
十
周
年
・
国
巡
協
会

県
本
部
創
立
十
五
周
年
記
念

の
国
遂
の
つ
ど
い
は
、
県
下

か
ら
約
一
干
名
の
会
員
を
あ

つ
め
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
上
、
週
連
普
及
滋
動

功
労
者
三
ア
九
名
の
議
彰
が
行
な
わ
れ
、
平
塚

市
で
は
滋
吉
よ
子
さ
ん
だ
受
賞
し
ま
し
た
。
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援
き
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さ
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(
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五
)
ム
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連
協
会
会
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卒
結
実
行
レ
丈
沼
担
-
一

を
現
在
約
九
百
名
に
ま
で
ふ
や
す
原
動
力
と
な

っ
た
。
ま
た
、
す
わ
ら
じ
曲
酬
を
半
塚
支
部
独
特

の
事
業
に
と
り
入
れ
る
よ
う
尽
力
し
、
活
動
資

金
獲
得
の
た
め
に
も
穴
い
に
じ
貝
献
し
た
。
住
所

は
代
宮
町
八
寄
一
一
十
号
、
無
間
刷
。
須
賀
公
民
館

長
や
平
婦
連
同
問
を
は
り
由
、
広
く
一
地
域
社
会

の
指
導
者
と
し
ず
み
間
擢
レ
て
い
る
。

湘
南
平
通
行
止
め

山
間
南
半
間
沼
山
滋
は
、
今
年
度
方
自
入
口
地
点

ら
出
腹
ま
で
舗
装
す
る
こ
と
に
な
り
、
来
月

ら
聞
か
月
開
通
行
止
め
。
と
の
た
め
、
神
奈

中
定
期
パ
ス
も
圏
一
行
を
休
み
ま
す
。
マ
工
事
予

定
期
間
・
十
二
月
上
旬
か
ら
来
年
一
一
一
月
下
旬
ま

で。

一
厚
木
市
上
落
合
農
業
地
帯
だ
が
、
数
年
前
一
部
の
非
行
少
年

一
〈
問
中
部
相
川
村
〉
が
出
た
の
で
心
痛
し
た
米
山
さ
ん
は
ζ
の
対

一
の
お
寺
の
次
男
用
に
策
と
し
て
、
ま
ず
親
の
教
育
か
ら
始
め
な
く

一
生
ま
れ
た
。
鎌
倉
腕
で
は
な
ら
ぬ
と
、
母
絹
学
級
を
関
意
、
少
年

一
範
を
出
て
教
員
生
活
問
場
作
担
、
庭
の
一
部
を
鬼
童
館
と
レ
て
第

一
一
一
一
十
年
余
。
一
一
十
八
会
所
に
関
波
、
母
親
た
ち
と
相
談
し
て
ζ
ど

一
才
の
時
ち
あ
れ
で
現
も
の
広
場
を
作
っ
た
。
ま
た
夜
通
安
全
糠
毅

一
夜
の
十
輪
寺
(
一
真
雷
を
つ
く
り
、
こ
ど
も
の
い
る
家
庭
の
方
に
向

一
宗
〉
伎
識
と
な
り
臼
け
で
こ
れ
を
立
て
た
。
部
落
ぐ
る
み
の
青
少

一
向
薬
師
宝
減
坊
の
跡
年
育
成
溜
動
が
効
い
て
い
ま
は
ひ
と
り
の
関

つ
曹
と
な
っ
た
が
、
態
結
晶
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
米
山
ざ
ん

一
教
員
生
活
中
自
分
か
は
現
在
ゐ
市
の
一
青
少
年
膏
成
連
協
閥
会
長
を

l
i
t

」
ら
辞
レ
て
校
長
と
な
は
じ
め
、
社
会
福
祉
銭
議
会
閥
会
長
、
老
人

ら
な
か
っ
た
の
も
宗
教
家
だ
っ
た
か
ら
と
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
県
者
人
ク
ラ
ブ
連
合
部

う
。
名
利
に
う
と
え
五
玄
択
の
各
種
表
彰
会
長
、
箆
張
費
扇
諮
議
委
員
会
委
員
長
な
ど

状
も
押
入
れ
に
納
っ
た
ま
ま
だ
。
学
生
時
代
を
つ
と
め
て
い
る
。
道
路
が
宋
完
成
の
た
め

か
ら
剣
道
に
川
み
小
野
派
一
刀
流
間
開
設
。
高
パ
ス
が
す
く
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
自
転
車

感
・
愛
甲
e

中
部
と
旧
制
模
川
沿
岸
h
u
小
中
学
で
走
り
宏
わ
っ
て
い
る
が
、
製
唱
で
鍛
え
た

授
を
転
々
と
し
た
が
、
由
っ
た
こ
と
が
大
嫌
だ
け
に
身
体
は
、
い
た
っ
て
健
康
、
各
一
位
の
♂

い
で
、
上
に
強
く
下
に
あ
っ
い
一
本
気
の
性
な
か
を
自
分
の
寺
だ
け
で
な
く
、
殺
宏
れ
で

格
か
ら
体
操
・
剣
道
の
先
生
と
し
て
何
処
へ
ほ
か
に
ニ
帯
の
面
倒
も
み
て
い
る
。
若
い
時

行
つ
で
も
務
わ
れ
た
。
各
に
な
る
と
寺
の
潔
か
ら
瀬
や
タ
バ
コ
は
や
ら
ず
、
閣
官
討
が
好
古

に
青
少
年
や
警
察
官
を
集
め
て
寒
耕
士
白
に
刷
だ
が
、
用
事
が
多
く
遊
ぶ
砲
が
友
い
と
い

ん
だ
が
、
こ
れ
に
感
激
し
た
有
力
者
が
寺
の
う
。
長
ら
く
シ
ゲ
去
人
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一
門
で
余
生
を
送
り
た

た
。
閣
制
授
の
道
場

A

一
い
が
、
地
域
の
袈
妥

が
そ
れ
だ
。
ま
ず

:
l
i
i
(
j

に
で
引
退
で
舎
な
い
の

ま
ず
感
心
レ
た
有
力
者
は
、
代
り
に
と
お
寺
で
、
健
康
の
許
す
段
目
地
級
社
会
の
浄
佑
の

C
庭
r
h小
ぎ
な
説
安
感
で
て
く
れ
だ
が
、
乙
た
め
に
つ
く
し
た
い
と
い
う
。
七
十
一
オ
a

ん
ど
は
青
少
年
の
た
め
に
鬼
童
館
と
し
て
関
住
所
は
平
塚
市
大
鳥
八
一
五

放

し

て

い

る

。
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戦
後
米
占
領
震
の
命
令
で
宗
教
京
と
公
立
三
蓑
量
一
言
一

的
悦
教
盟
国
の
兼
職
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
教
師
を
ニ
謹
一
一
一
一
室
雲
院
院
佐

や
め
た
が
、
当
時
平
塚
丙
報
学
校
(
涜
県
立

¥
J
J

一一一瀦路恥

官
二
つ
う
間
授
の
前
身
)
の
清
水
佼
長
か
ら
ト
1
2
わ
れ
引

如
何
望
さ
れ
周
年
ほ
ど
唱
曲
部
品
も
動
出
た
あ
と
は

住
職
に
か
え
り
、
こ
の
湖
、
社
会
委
員
、
方

樹
委
員
、
窓
生
委
員
と
名
称
は
変
っ
た
が
、

国
民
生
委
扇
を
続
け
る
こ
と
三
士
一
一
年
砲
。
ぼ
~

か
に
、
合
併
前
の
城
島
村
選
管
委
員
長
、
広
一

一
時
委
員
長
、
大
層
部
常
長
、
公
民
館
長
、
減
…

烏
振
興
会
長
、
原
作
讃
寄
な
ど
臨
時
在
、
地
域
社
一

会
の
砲
祉
浄
化
に
祇
呉
市
制
一
一
一
十
周
年
記
一

念
式
に
劫
労
者
と
し
て
市
長
表
彰
を
受
け
た
一

ほ
か
、
知
事
表
彰
十
三
一
回
、
各
議
一
喜
一
山
十
一

局
、
か
つ
て
期
八
等
田
川
宝
章
判
任
官
一
等
に

叙
せ
ら
り
に
こ
と
が
あ
る
が
、
今
一
回
の
勲
章
一

授
与
は
、
民
生
安
定
と
地
域
社
会
の
福
祉
の
一

た
め
に

m広
い
活
訟
を
続
け
て
き
た
功
に
よ
一

る

も

の

。

一

大
島
部
溶
は
七
十
二
世
帯
と
い
う
小
さ
な
一

民生議員33年葺華経理聾重量を授与された

米山麓快さん

い
日

年の瀬のめぐまれない人たちを

なぐさめるために

社会復祉協餓会・民生寮農協議合



(2) 

水道工事担-年度の施

地図のうち、網目のところは39-40年度で工事した区域、斜線の広い区域が今年度ヱ事中

のところ、その北側主主善小から松原小にかけての区域は42年度に工事を行なう予定だ。東

烏入工区のlKU盟書室理の完了をまって施工する ζ とになる。
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市
環
準
輯
冒
頭
婆
閣
閥
会
は
、

名
時
間
へ
の
登
録
有
権
者
は
、
十
一
月
一

日
現
在
九
万
八
十
一
人
で
あ
る
」

議
し
設
し
た
。

2日付11 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
消
火
奨
緩
脅
一

街
顕
で
行
な
い
、
一
般
に
訟
隠
し
ま
一

す
。
お
ち
か
く
の
会
議
で
ぜ
ひ
見
学

し
て
今
く
だ
さ
い
。
門
口
程
は
、
十
一
月

一
一
土
ハ
日
宿
水
公
額
、
十
一
月
二
十

八
g
明
石
町
公
園
、
十
一
月
三
十
日

青
柳
公
題
、
十
二
月
一
一
日
大
久
保
公

園
幽
で
、
時
砲
は
い
ず
れ
も
午
後

か
ら
。
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祭政広務会
に殴氏出席

県主鰻の第3密許百潟地
区熊政広聴会は、 II月24

8藤沢市村筒公民館にひ

らかれ、平塚，藤沢・茅

ケ階・寒Jff.二宮・大磯

lの3市 3防から25人のfI;

l表が出時、内山知事に直

|接質問するごとになり設

:した。平家市からは早111
1 幸一(八溜選綴の主主張)

!加藤堅苦吉、(工場汚水終末

|処理場の建設〉、鷲尾七

郎〔渋田Jii改修〕、石111
ゆく子(教湾問題〉のlZ9

氏が出席の予定。

救
急
車
交
通

事
故
で
大
破

(4 ) 第 181号

十
月
十
二
宮
、
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
に
棋
の
交
通
安
全
市
民
大
舎
が
ひ
ら
か
れ
、
小
中
学
生
を
首
む
約
手
人
が
議
加
し
て

夜
通
払
同
げ
の
縫
立
と
夜
通
事
改
に
よ
る
死
鰐
者
の
絶
静
を
相
官
い
あ
い
ま
し
た
。

ζ
の
席
上
、
平
繍
」
謹
の
小
川
浪
子
ざ
ん
と
、
大
野

小
学
佼
ム
ハ
革
の
松
木
和
男
肩
が
揖
闘
に
あ
が
む
「
従
連
事
故
を
な
く
そ
う
」
と
呼
び
か
り
ま
し
た
。
と
く
に
柏
木
君
は
、

ζ
と
し

一
一
月
、
酔
っ
ぱ
ら
い
無
免
許
の
暴
走
ダ
ン
プ
カ
ー
に
、
同
級
生
ふ
た
り
を
同
時
に
輔
、
わ
れ
た
「
決
し
て
忘
れ
あ
こ
と
の
で
曹
な
い

記
憶
」
を
切
々
と
諮
り
、
「
お
と
な
の
み
な
さ
十
川
、
ぼ
く
の
考
え
を
皆
吉
、
ぽ

4
の
ね
が
い
を
問
先
行
レ
で
く
だ
さ
い
」
と
飢
え
て

会
場
の
空
気
を
ひ
き
し
め
て
い
設
し
た
。

!
i以
下
は
松
木
君
の
発
表
し
た
意
昆
〈
大
野
小
学
校
の
協
力
で
掲
載
)
。

(第3種郵便物認可〉

し五

一
み一し一悲一

一山一
一
奪
一
一
を
一

一

h
Hノ
一

一
た
一

一

〉

品

一

一生一
一級…

昭和41年11月15臼

故
田
明
決
闘
鶏
詰
九

紋
向
晶
画
用
セ
子
さ
ん

ことし2月18沼、鼠道
129 号線の八幡古jll~冨

工入口""鐙点を、背信

号で横断していた大野

小5年の横沢明美容ん
と富島ふみ予さんのふ

た別立、暴走してきた

大裂トラックにはねら

れ、交通事故のいたま

しい犠牲となった。ふ

たEは松木君の同級生

11 
悦務
〈アどちも、。

• 11Jヲ15自国9時
ンター内商工全議

どなたでも利用でさま

-税1こ捕する論文

とり Z占 3000字以内、税務
行政に対する感想や建設的な

意見、アイデイアをまとめた

もの。 lljj30日までに平揖相
務署あて応募叩こと。

国税庁喝平塚税務署

11月 ~l容器
重富一般ご家庭の、配線器具申無料修理

署覇屋内配線の無料診断綴'"デル妨犯灯

申寄贈豊富家庭電化講習会申罪開催滋操業

電化の巡Eヨヰ罫談と酉日繰り点検修理署璽移

動穏談所の開設翻電気事故、災害防止

の縫進議都市美化へ由協力(電柱雑ピ

ラり清掃〉

ニ了懸命とご欄談は

平塚営業所 (22) 1912~ 



官
閉
さ
六
O
Mに
ち
か
い
巨
大
な
間
突
は
、
き
ょ
う
も
フ
ル
運
転
で
釘
姥
を
は
き
続
け
る

日量75トンの焼却
能力をもち、環施設で、 100トン処理ま
さふやせるよ 5になってい設す。おつめ
たごみはすべてを次にし、完全主主終末処

理を行怠っていますが、それにしても、

昨年 1B平均的，:3トンだった収集量は、
ことしにはいって63，2トンとな 02:)%も
のふえようで、焼却場内は逮釘とみのラ

ッシュ。雨のあとなどは、ごみがぬれて

焼却能力が潜ち、場外にあふれだすほ

どごす。ふだんの日でも、主績の不注意

で、とみに水分があまむにふくまれてい

ると、能力は予想以上にほ下作業員をな

げかせます。燃えやすいように工夫を。

農
水
産
物
の

第
七
回
議
議
ま
つ
担
容
加
の
割
問
水
産
物
出
品
評
舎
は
、
十
一
月
一
一

十
五
局
八
時

t
十
二
時
献
入
、
間
十
四
時
か
ら
審
査
、
一
一
十
六

2
二
十
八
日
設
で
一
般
ぷ
関
、
二
十
八
日
午
後
売
り
払
い
で
行

な
わ
れ
、
二
十
七
日
十
五
時
か
ら
一
時
間
財
売
予
約
の
予
定
で

す。

さ



〔告〕
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こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ
え
、
思
民
健
康
保
険
制
度
を
平
塚
市
が
は
じ
酌
て
か
ら
十
一
一
年
、
い
ま
で
は

す
べ
て
の
人
が
、
つ
と
め
先
の
健
康
保
崎
か
、
国
保
と
呼
ば
れ
る
額
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
市
の
留
保
也
、
す
べ
て
の
加
ス
者
に
七
割
給
付
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
、
一
万
一
一
干
四
百

一
一
十
九
世
帯
、
四
万
一
一
千
九
百
人
の
健
康
を
支
え
る
よ
う
に
な
り
設
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
額
保

も
、
な
ん
で
も
使
え
る
と
い
う
も
の
で
僚
な
く
、
無
免
許
や
酔
つ
ぽ
ら
い
議
転
に
よ
る
受
通
事
故

な
ど
、
留
保
か
ら
医
療
開
聞
の
支
給
石
油
百
受
げ
ら
れ
な
い
ケ
1
ス
が
あ
り
、
最
近
」
れ
が
散
属
さ
れ
る

た
岳
、
担
当
の
保
倹
年
金
訟
で
、
関
係
の
使
い
方
に
つ
い
て
注
意
一
切
出
レ
ま
し
た
。

(第3種郵便物認可〉

保

険

観
麗
箆
健
慶
保
険
の
加
入
者
が
病
気
に
】
問
問
当
の
支
給
が
行
な
わ
れ
る
ば
あ
い
、

な
つ
を
き
議
室
長
療
費
の
七
一
⑤
加
入
者
選
外
に
い
る
な
ど
支
給
が

割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
病
院
の
窓
口
へ
一
事
実
上
困
難
な
ば
あ
い
な
ど
は
国
保
は

探
検
令
官
体
出
し
て
治
療
を
受
け
千
円
掛
一
っ
か
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
⑤
一
け
ん
か
や

っ
た
と
す
る
と
、
患
者
は
、
病
涜
へ
一
一
一
一
酔
っ
ぽ
ら
い
な
ど
箸
し
い
不
行
跡
が
燦

百
円
安
支
払
え
ば
よ
く
、
殺
り
の
七
百
一
関
だ
っ
た
り
、
⑦
正
当
な
理
由
が
な
い

円
は
あ
と
で
康
保
か
ら
続
続
へ
支
払
ら
一
の
に
民
的
の
療
議
所
U
指
示
に
レ
た
が
わ

わ
れ
る
と
の
う
し
く
み
。
支
給
の
対
象
一
な
か
っ
た
と
曹
に
ゐ
、
支
給
の
一
部
ま

は
診
察
代
・
築
制
刑
代
・
出
療
材
戦
代
・
一
た
は
会
部
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
乙
と
が

処
麗
平
手
術
援
は
じ
申
と
す
る
治
療
代
一
あ
D
ま
ず
。
こ
の
ほ
か
、
健
康
診
断
・

の
ほ
か
、
市
役
所
が
認
め
れ
ば
看
護
斜
一
予
妨
注
射
・
ふ
つ
う
の
蛙
娠
や
お
謹
・

.
病
院
へ
の
収
容
祭
や
移
送
開
固
ま
℃
に
一
法
定
和
総
病
・
美
し
く
な
る
た
め
の
盤

及
び
ま
す
。
し
か
し
、
①
病
院
の
窓
口
一
形
手
術
な
ど
も
対
象
外
で
す
。

へ
探
検
証
九
世
出
さ
ず
自
由
診
療
の
放
い
一
畿
圏
傑
の
支
給
の
な
か
で
、
市
役
所
が

を
受
け
た
ば
あ
い
、
⑦
道
路
交
通
法
に
一
認
申
た
ば
あ
い
に
だ
け
対
象
と
な
る
ゐ

違
反
し
た
む
不
法
に
銃
や
刀
剣
を
ゐ
つ
一
の
に
看
護
科
と
病
院
へ
の
収
容
費
な
ど

た
E
し
た
犯
葬
行
為
に
よ
る
負
鶴
を
レ
一
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
怠
ば
あ
い
に
認
め

た
ば
あ
い
、
③
自
殺
米
一
高
志
向
乙
故
意
に
一
ら
れ
品
の
か
i
次
を
お
読
み
く
だ
さ
い

病
気
に
な
っ
た
り
立
喜
長
ば
あ
い
一
②
看
護
・
震
緩
で
…
絶
対
に
安
静
が

④
少
年
院
や
監
獄
・
盟
関
随
所
な
ど
に
以
一
必
要
で
あ
D
、
審
護
婦
の
監
視
平
協

容
さ
れ
て
い
た
と
曹
の
病
気
ず
公
認
で
子
臨
闘
が
つ
ね
に
必
嬰
で
あ
る
と
き
や
、

h
!
‘

，

・

t

h

:

井
治
去
(
岡
崎
)
、
上
原
宇
之
助
↑

一

で

鈴

本

流

麗

等

覇

、

川

口

新

蔵

書

、

比

ノ
E
軍
一

/
1
1
1
1
1
i
g
i
4
i
J
三

四

時

九

真

太

郎

(

岡

崎

)

、

内

海

{

祭

(
姐
耳
目
出
)

4

i
謝

礼

牛

・

穆

採

な

ど

九

十

五

頭

が

参

加

!

l
ラ
ン
ド
レ
1
ス
・
出
品
九
頭
i

マ
優
等
・
石
塚
喜
久
治
(
金
目
)

は
、
乳
牛
五
十
議
、
覆
ぷ
幽
十
五
覇
が
良
夫
〈
土
沢
〉
、
岩
耐
開
園
間
宮
〈
鳩
)
マ
一
等
圃
秋
山
越
治
(
城
島
)
、
嗣

参
加
、
感
況
を
宮
わ
培
ま
し
た
ε

野
山
由
盟
(
土
沢
)
、
木
村
一
一
一
千
三
戸
菊
次
(
仙
川
)
、
火
嘉
輿
(
旭
)

醐

醐

経

産

牛

(

出

品

十

副

頭

)

〈

土

決

)

@

額

縁

産

穏

琢

マ
優
等
・
鈴
木
金
次
〈
鐙
泊
〉
鶴
来
経
産
ニ
類
〈
出
品
十
二
顕

)

l

ヨ
ー
ク
シ
ヤ
1
・
出
品
九
頭

1

マ
一
等
・
内
田
凶
器
一
一
(
城
島
〉
、
高
マ
緩
等
・
小
器
博
〈
土
沢
〉
マ
優
等
・
長
田
崎
融
制
(
腕
車
白
〉

橋
徹
一
一
(
旭
〉
、
野
川
襲
(
土
日
目
)
マ
一
等
・
本
城
梅
雄
(
金
沼
〉
、
野
川
マ
一
等
φ

聞
記
属
輔
悌
(
聞
盟
国
)
、
幅
見
陸
上
競
援
男
女
a

卓
ぽ
e

柔
道
・

一
一
明
品
数
(
土
沢
)
勲
(
土
沢
)
、
加
藤
勝
義
(
土
沢
〉
田
幹
枝
(
城
島
)
、
木
川
美
章
(
鐙
一
ト
ポ

LiH女
子
・
野
諒

灘

未

経

露

牛

ニ

類

(

出

品

二

土

ハ

頭

)

関

毅

一

正

〈

金

両

国

)

。

回

〉

。

一

マ

優

等

・

加

藤

隆

雄

〈

妻

。

襲

経

産

譲

i
ラ
ン
ド
レ
1
ス
園
出
品
八
頭
一
勝
し
た
揺
震
で
ム

マ
一
等
・
伊
藤
樽
夫
(
矢
野
)
、
山

l
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
1
・
出
国
品
十
九
一
踊
i

マ
饗
?
問
調
吋
雄
渇
(
豊
田
〉
一
勝
を
獲
得
レ
ま
レ
た
。

回
寵
尖
(
土
沢
)
、
石
川
窓
芙
(
土
マ
態
骨
・
片
倉
義
久
(
蟹
田
)
マ
一
等
・
秋
山
福
治
(
城
島
〉
、
平
ト
見
地
尽
，
開

沢
〉
、
浜
市
同
信
義
(
土
爽
)
、
熊
沢
マ
一
等
@
加
藤
寿
先
(
廊
崎
)
、
今
塚
餐
放
セ
ン
タ
ー
(
質
問
)
。
一
お
り
で
す
。

必
ず

昭和41年 11月15悶

産
業
ま
つ
む
の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し

て
十
月
十
五
・
土
ハ
日
の
両
由
競
輪
場

に
開
催
し
た
第
十
回
国
萄
産
共
滋
会

ピエール・サリンジャー苓「ケネデイと共lζ」

等間 1で
えに F あケ
」知スつネ
ゃっマたヂ
「たン議イ
苦、と者二た
愉人レが統
」閣で、領
、ケ勤tsのここに紹介するのはrnの
ひネ務関新
めヂレ鎖濁図書富怨守最近購入した国

主4E安室惑の一私市民の本だな
た「るポ主主です。ご務用ください@

もいヤンいこ知)¥レジ佼大「
った 1 、。ろらシヤを統人
ζ ナのシ己にれチヲ取領簡
とぐ三ユれ現でョク D 錨性
にれ人レでわいフリまみ」
なたのジ私れな等 1 くりを
つケ側ンたでいにンいこ襟
たネ近ガちい事事畠央ろとい
わデが lはる突す入いばた
けイそ、、のがる、ろか本
で伝れサソもい今好t.I: !J 
あをぞリレ E翼民とま敵人でし
る三れンン障るで手々なか
， ff奇襲聾ジセ深とにフ、くも

人

市
営
住
宅
公
募

十
二
月
に
織
選

十
一
月
二
日
、
申
し
込
み
受
け
付

け
を
締
出
誓
っ
た
今
年
度
市
営
住
宅

の
入
居
者
募
集
山
弘
、
閉
山
百
八
十
位
融
市

の
応
募
が
あ
担
、
競
争
率
は
、
第
一

種
住
宅
で
十
一
ニ
・
一
一
一
倍
、
第
一
一
種
伎

宅
で
こ
・
七
七
倍
の
曹
び
し
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
公
募
し
て
い
る
の

佐
田
村
績
竹
居
地
の
六
十
戸
で
、
う

ち
一
ニ
!
?
戸
が
第
一
種
、
一
一
十
七
一
戸
が

第
二
頭
、
三
一
口
ー
が
母
子
家
庭
住
宅
で

す。

ζ
れ
に
第
一
種
間
百
一
世
帯
、

第
二
積
七
十
五
世
帯
が
特
と
う
し
た

も
の
。
今
月
中
に
書
類
を
審
査
、

T

二
月
初
制
公
開
抽
選
会
で
入
問
団
者
白
鳥

決
め
、
当
選
考
の
入
居
は
十
二
月
下

旬
の
予
定
で
準
備
中
で
す
。

め

い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
八
七
二
年
の

鉄
道
叫
議
以
来
日
本
強
中
を
走
り
溜

っ
た
な
つ
か
し
い
蒸
気
機
関
車
の
数

朝

日

新

関

社

々

が

収

録

さ

れ

で

い

て

~

汽

車

マ

一

一

一
九
六
七
年
版

a

ヤ
以
外
の
人
々
に
も
楽
し
い
本
で
あ

'
る
。
外
留
の
蒸
気
機
鶏
車
も
収
載
さ

朝
日
新
闘
が
毎
缶
発
行
し
て
い
る
山
九
六
七
年
恨
の
特
集
は
「
蒸
気
機
関
制

一
世
界
の
鉄
道
」
、
は
、
そ
の
年
ど
と
…
車
」
で
あ
る
。
臼
本
の
蒸
気
機
関
車
…
れ
て
お
り
、
巻
末
記
箆
鉄
議
気
機
関

一
車
諸
一
月
議
そ
の
憾
の
参
考
資
制
が
付

一
山
は
一
九
七
五
年
ま
で
に
姿
を
掲
ず
と
n。
さ
れ
て
い
る
。

汽車マニヤ以外の人もたのしめる機関車の数点一

朝日新車事社編世界の鉄滋から

市
民
総
合

体
脊
大
会

野
球
港
地
底
、
パ
ス

男
子
大
野
地
区
、
間
同

区
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

向
女
子
花
水
池
町
時
、
、

男
平
議
士
見
地
底
二

剣
道
福
士
見
地
底
、
ι

地
区
、
射
錦
中
原
地
展
、

区
、
柔
道
品
借
地
区
「
自
E

区
、
際
上
競
反
総
合
港
地
区
、

競
技
盟
百
平
海
地
区
、

務
地
区
。

相
対
性
理
論

の
世
界
J
・
A
'
コ
ー
ル
す
ン
藷

難
解
剖
京
滋
と
常
時
わ
れ
る
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
学
説
の
解
説
議
。

こ
の
種
の
も
の
で
近
年
出
版
さ
れ

た
主
本
も
の
は
一
一
一
部
山
田
て
い
る
が
、

「
字
筒
時
代
の
常
識
」
は
、
そ
の
も

の
ズ
パ
り
の
癖
一
説
で
は
な
く
、
「
や
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12月I自白 神田公民館 1812!i!之宮公
民館

b 21日須賀公民館
)1 22自 主富士見公民態
s 24尽児約台jiJ;道場
重謹時罪華・城島・金田・量豊田，関締は

午後2時 3時、その般の会場は午
後 1時より分-3持まで@

(第3種郵便物認可〕

11-

昭和41年11月1513 (7) 

狂犬病予紡注射

追加実施中

狂犬病予防注射と犬の登録の追如実

施を巡回中、前回もれた犬は愛犬手

騒をもって近くの会場へ。

題盟iili包尽糧ハ
11月 21 臼・ 10-1~持吉沢小学疫中

青年会館、 13-15時金問綴
中原公民館

11月22日ー 10-12時金田公民館援
回公民議 13-15時城島公民館
関締公民館

llJl24臼・ 10'-12時事事土公民館神
13-15持i自国之宮公民
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社
合
福
祉
慶
会
場
で
行
な
わ
れ
た
沼
赤
に
よ
る
血
液
製
判
明
定
は

一
千
五
逐
一
一
十
ニ
人
が
受
け
た
i
写
真
一
は
同
金
場
で

熱のある患者や心臓血管系・じん獄

肝臓などがわるい入、③糖尿病患者

脚気告者・間後で衰弱している人や

栄皇室障害のある入。

竜童鐙と検診日

つぎの日程で榎癒も行ないます。該

当のお子さんをおiIiくの会場へ、母

子手緩をお忘れなし

察対象兇・※第 1務昭和41年 2月 1
日から周年8月31日までに生れた
子と、生後 u主も種主を受けてい
ない子。※第2期昭和35年 4月 2
Eから初年4Jll自室長でに生れた
子(来年度小学校入学予定者〉

書覇種痘8.
11月山白 金田星霊協
11 25日 土沢重量協

グ 26日鐙印公民館
11 ~討!日 金田公民童富

12月 58 八幡公民館中原公民鎧
p 68 路公民宣富減島公民館

金E自公民宮宮
城島公民館

宮沢小学後

門
大
会
一
日

河
川
4

マ
平
塚
市

母
親
大
会
(
パ
ハ
月
初

日
9
時
川
分
i
分
科

会
と
講
演
な
ど
〉
、

門
学
級
凶
マ
拶
動
婦

入
学
級
〈
日
同
月
刊
μ
日

今
回
は
三
浦
半
世
田
へ

車
中
で
、
鼠
田
武
氏

か
ら
母
続
の
翠
む
膏

少
年
間
の
諮
)

マ
ホ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
(
第
一
一
一
を
除
く
怒
溜
火
顧
問
時

時
か
ら
〉

i
い
ず
れ
も
公
民
館
で
。

門
駅
伝
M
V第
二
部
港
地
区
駅
伝
大
会
(
日

8臼花水公民錦絵原公民館
自白 神田公民館 !日四之宮公

付下 111 ，......，"召に平る搾産詞て教二人築鈴学学大出;.......: r:r;; ¥l済〉セーに門湾問

自gj黙認22宅炉開望号22gZ持出塁:警i襲撃ず煎ヲぎ議五三日23開i港
じ厚月 、れいの門った也れもさ十月}雨時ぺ丹十二泊四級あ M

百七時質問霊153522dp)討議併すE諸島出
臨時日三泣き臨む震は日出世議議議饗襲吋霧中
間玄事長引討を曹はよ皇室士歪毒昔話 h 斡時ヂ翠?島平富山z
ii;5102;3822fiiiiii軒giflii日石信;日fiiiii
3事宮古書 主落語き k主足 率草書て暴言空ぷ重吉妻。芸雲え蓄電古豪罪事室長事コる暴言
霊露五32 暮雪雲王室易雲 寺号長平需主義受義樹志4 S2道警客室守護。合震主平き況尽

インフルヱンザ

衛生課ぽ、インフルエンザの予妨接

種第 1回目の巡殴を開始レ設レた。
ζの予妨接種は、 1週間の欝持軍で2
間続けて受けることが必要で、第2
E司自の且砲も、 14日からぽじめてい
ます。流行期をまえに、会績とお受

けください。こd

知を出しません。

つ古 100円、
塑対象・生後3
保育霞・幼稚髄・小中学生などは

学校でします。

額巡回日程・ 〈第1[窃〕
llJl21臼 南原公民館八幡公民官官
8 22日松原公民館中鼠小学校
Q 24日花水公民館
u 25日須賀公民館
11 268 富士見公民館
， 30日 見E百台武道場
(第21el巡回〕
11月158 豊田公民館
g 諸国間崎公民館

D 17臼怒公民館
8 18白神沼公民館
u 19日 i自立国之宮公民館
u 28日間原公民館八搭公民館
u 29日 松原公民書室 中主望小学校
12月 1臼花水公民館
D 2日 須賀公民富吉
p 38 富士見公民館
q 7日 完附台武道場
豊富時間嶋各会場とも午後1蒋3D分か
ら3時訟で。
※注意・次の人には接君霊できません

a:;鶏卵を食べると発熱や発レん、は

きけなどをおこす異常体質の人。②

i諸積化的題

青少年課で、青年罰弗v登録を求
めていますa 査諒グル プには団
体運営やレJ1)ーション指導のほ

出しなどできる限りの

ワます。

あなたのB!I梓も登録しませんかα

今
月
の
青
少
年
映
癌
劇
場
山
口
付
制
、
配

nパートレスティーヴンスの事件f宝畠1(')cオル←デイズ三日プa作品/カラ-)

11/20露間)朝時部分 平場東映劇場
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い
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4 ・日 U

(当時は4カ年〉革業を前tこ名
を守屋貫教と改めさせた。

平塚市立崇議小学授の記録に

5月から

学に昇格と同時にその教授とな

E同大学悶量書館長および立正中
学校長立正商業学校長を兼ねて

いた。つついて立正大学学長に

就任したが昭和17年 8月 98在
任中32才で病没した。
大正13年重量父守屋謹賀震の寂後

127 

高瀬程電器

東京都東大備の立正大学ぽ日

i蓮宗門大学持で仏教学部 e文学
部ト経済学部を践して学長を石

橋縫山氏(元首摺Jとすること
はあまねく知られているところ

であるが3 かつて同大学の学長

にわが平塚市出身の守屋箆教民

が就任しておられたことは平塚

市民でさえ知ら本いものがい

こととおもう。

明治14年(188]) 3月初日神
奈川照大住郡平塚駅3167署地(
柳田IJ)

と

受う潟擦な 諸のるら ちと「はよなち に31だまん，被
お二分いいと心境こでちの ばいうすに知念んひなまいでお「こ皇室
なで二子ほこな合ともよ手にかなな二つ、らつどねせ担、しかどんで
かつもさ《ろどはが、つり言語」い早かでずで寧く i早いぷあうな扱
らてだー がに、あ子とやれ「で εむど知いスれ んつ」させチつ
C)しん主い Jよ次担どしな子おし安否事らまか、 でもすん私どた
Jgまだ霞つぎEつにま孟〉をごし、はまよ霞患のずずら険 い除つははもき竪
青うんわもので来ずは緩い、えうっす儲の。の気 る気か私ば[械
をのそれ「密回る o~ <Qなうみかてる也:5 Jl[it，;: 。なりがか が
憾でうてば翠復怒〉七市」ど -， 努ど 瀦ずきな
l2す型車いかのしいいをとと 蝿甜曜媛鐙Ii"_ 務は をねらの
・ 6 つ芯だ E毘まやて l惑ば。 霧察謬璽夢ぞタT可及当 銀、 していよ
反 よと、もす Dいじか 幾慈ど『同ケ再主義Ii' 長話ほ てしな」

主5ラf，どしぎ でわだ段、 額 i皇室綴怒住訟 で で車産よで !心うすの撹
三者るでせ会いかけ、 審問欝鶴輔 君命すき 5 均よども侍るでし
事'もよのなれの愛 緩私曹司事選伊勢 るのかれとそく:57.tをよすで

に索とわ告よ~ば癌ざ 智明嘩伊唱 v の忌らっしれなレくすうがい
ロ主主変 Jかとくて、"白れ での。つてないになるに、心

豊喜安芸ぞ芸再三菱室長き高等主ピ兵禁て主 主義議議?子宮空事主
扇子せ究主型装包円急室長空気勺丈正案2譲 与量 k京 芸雲毎 Etミ
言。墨書 2き受手2f定三宅最善き柔丈史君 空手妻 E 与て長季葉
興 さは努、変。とされく注どいらひはか た。ざい す向、括よ
) せ、フヲ少え んえる分れ重量んはとね、つ の非せっ 。よも奇い

オジ亡。
の女〕。

入学する

た。己の秀才t己目を喜善げたのは
潟地嬰法寺の住職であむ旦つ平

塚小学授の教師を勤める守皇室費

量ま氏であった。当時費量'l9才、

千之駄をつよく主華子iこ所望した
結果総長巨が成立し、明治年12
月入籍手続を予言了した。よって
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